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，
正
月

`
~
3
,`
＿
．
茶

さ
の
中
、

で
約
訊
万
人
が
参
拝

平
成
二
十
三
年
（
辛
卯
）
皇
紀
二
千
六
百
七
十
一
年
の
年
が
明
け

た
。新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
も
厳
寒
の
年
越
し
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
昨
年
以
上
の
寒
さ
と
な
り
、
今
冬
一
番
の
寒
さ
で
北
か
ら
の

強
風
が
吹
き
荒
れ
雪
も
ち
ら

つ
く
厳
し
い
年
末
年
始
と
な

っ
た
。

大
晦
日
午
後
三
時
、
雪
が
降

り
突
風
吹
き
荒
ぶ
中
、
新
年
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
え
よ

う
と
三

0
0

名
を
越
え
る

人
々
が
参
列
さ
れ
、
「
年
越
し

の
大
祓
」
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
本
殿
で
平
成
二
十
二
年
を

締
め
く
く
る
「
除
夜
祭
」
が
斎

行
さ
れ
た
。

日
が
暮
れ
て
午
後
十
一
時

半
頃
に
は
耽
車
場
は
満
車
と

宗

｀
昨
年
末
、
筑
前
大
島

口
員
三
山
：

る
御
狐
神
社
の
炭
内
で
追
跡
発
掘
調
査
が

ひ
と
が
た

行
わ
れ
、
奈
良
三
彩
や
滑
石
製
の
人
形
·

ふ
な
が
た

舟
形
等
、
沖
ノ
島
の
露
天
祭
祀
と
同
頬
の
神

宝
が
出
土
し
、
関
係
者
を
驚
か
せ
た

T
同
社

は
中
津
宮
・
淵
津
姫
神
の
荒
魂
を
お
祀
り
す

べ
っ
く
』
つ
あ
‘
り
ま
つ
り
の
み
や

る
。
伊
勢
神
宮
の
別
宮
「
荒
祭
宮
」
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
神
道
で
は
神
の
穏
や
か
な

あ
ら
み
た
ま

御
姿
を
「
和
魂
」
、
荒
々
し
い
御
姿
を
「
荒
魂
」

と
称
し
、
そ
れ
を
別
々
に
お
祀
り
し
丁
重
に

祭
祀
を
行
っ
た
▼
神
道
の
基
は
自
然
崇
拝

だ
と
い
わ
れ
る
。
自
然
は
国
土
に
四
季
を
巡

ら
し
盟
か
な
森
を
育
て
、
そ
れ
に
よ
り
命
が

生
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、
時
と
し
て
台
風
・

雷
等
、
命
を
何
か
す
恐
ろ
し
い
存
在
に
も
な

り
え
た
▼
大
島
浮
か
ぶ
玄
界
灘
は
、
海
の
恵

み
盟
か
な
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
冬

は
季
節
風
に
よ
り
荒
れ
る
海
と
し
て
も
名

を
馳
せ
る
。
湘
を
生
活
の
場
と
し
て
き
た
島

民
に
と
っ
て
、
宗
像
大
神
の
神
助
は
不
可
欠

な
も
の
で
あ
っ
た
▼
人
々
は
荒
れ
る
海
に

し
ん
い

御
憔
神
社
の
神
威
「
は
た
ら
き
」
を
感
じ
た
。

そ
の
「
は
た
ら
き
」
に
よ
り
、
海
が
洗
わ
れ
盟

か
な
漁
場
を
育
ん
だ
▼
身
近
に
は
悪
い
事

で
も
、
総
体
的
に
見
る
と
自
然
律
に
適
う
。

和
魂
と
荒
魂
、
ど
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
神
の
恵
み
な
の
で
あ
る
。
今
回
出
土

し
た
御
神
宝
に
、
湘
の
民
の
感
謝
と
畏
怖
の

念
の
深
さ
に
思
い
を
馳
せ
る
。
（
床
）

2月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～

泊j宮祭

第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭(I日）
午前11 時～

総社祭

捕安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏 (L 5 日）

3 日

節分祭 午前11 時～
於＝本殿
豆打ち式午前11 時30分～
於＝本殿横特設ステージ

11 日

建 11il 祭 午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 済福岡店：が望唸開。門点闘喜1-12-10-401
授与品店〒 60 l-8H8 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

姐式会社ク江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4-Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai s ha.or. j p/ 
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f
賑
わ
っ
て
い
た
境
内
の
様
子
が
一

9i
 

;
]
転
し
て
、
ス
ー
ツ
姿
の
会
社
員
で
溢

五
た
。
し
か
し
天
候
は
回
復
せ
ず
、
寒

`

[

 

一
さ
厳
し
い
仕
事
始
め
と
な
り
、
不
況

尻
人
で
埋
め
尽
く
れ
、
新
年
を
祝
い
新
た
な
気
持
ち
で
か
ら
脱
却
出
来
な
い
社
会
情
勢
と

『
さ
れ
た
。
神
前
に
祈
り
を
捧
げ
る
参
拝
者
で
i
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
厳
し
い

]
れ
：
い
」
バ
冒
『
日
い
J
t
時
に
は
日
冒
れ
て
い
た
の
か
印

な
り
、
周
辺
道
路
で
は
渋
滞
が
始
ま
＿
．
混
乱
等
不
測
の
事
態
に
備
え
、
宗
新
年
最
初
の
祭
典
で
あ
る
「
元
旦
祭
」
境
内
で
は
参
拝
者
の
皆
様
に
冷

っ
た
。
像
警
察
署
、
地
元
消
防
団
、
ふ
く
ろ
う
が
斎
行
さ
れ
、
高
向
宮
司
以
下
神
職
]
え
た
体
を
温
め
て
頂
こ
う
と
、
特
別

例
年
で
あ
れ
ば
、
参
拝
者
の
皆
様
部
隊
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
の
皆
様
奉
仕
の
下
、
国
家
・
皇
室
の
こ
安
泰
、
に
開
放
し
て
い
る
勅
使
館
で
の
茶

に
暖
を
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め
籍
が
境
内
各
所
に
つ
か
れ
、
甘
酒
授
与
国
民
の
平
穏
無
事
が
祈
ら
れ
た
。
翌
房
だ
が
、
こ
の
寒
さ
に
よ
り
例
年
に

火
を
焚
く
の
で
あ
る
が
、
日
中
か
ら
の
奉
仕
に
地
元
総
代
・
協
力
会
の
皆
一
了
~
三
日
ま
で
新
年
の
祭
典
が
行
な
い
賑
わ
い
を
み
せ
、
温
か
い
抹

の
強
風
が
止
ま
な
い
た
め
焚
く
こ
様
が
神
酒
所
に
、
神
職
・
巫
女
や
職
員
わ
れ
、
三
日
に
は
宗
像
護
国
神
社
新
茶
・
甘
酒
・
コ
ー
ヒ
ー
で
冷
え
た
体
が

と
が
で
き
ず
、
寒
風
を
ま
と
も
に
受
一
は
各
社
頭
で
待
機
し
た
。
年
祭
も
斎
行
さ
れ
、
三
日
間
の
恒
例
温
ま
り
、
大
好
評
で
あ
っ
た
。

け
る
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寒
さ
午
前
零
時
、
定
刻
に
本
殿
の
大
太
祭
は
無
事
に
終
了
し
た
。
ま
た
昨
今
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

に
耐
え
な
が
ら
も
神
門
前
に
は
大
鼓
が
嗚
り
響
く
と
開
門
さ
れ
、
拝
殿
四
日
か
ら
は
多
く
の
会
社
が
仕
ブ
ー
ム
の
影
響
か
ら
か
、
御
本
殿
参

勢
の
参
拝
者
が
列
を
な
し
、
境
内
は
前
は
一
瞬
で
人
々
に
埋
め
尽
く
さ
事
始
め
で
、
前
日
ま
で
家
族
連
れ
で
拝
後
、
高
宮
祭
場
へ
と
足
を
運
ば
れ
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る
家
族
連
れ
や
若
い
方
々
が
近
年
増
一
既
報
の
祈
願
殿
横
正
面
参
道
の
改
ー
用
に
は
不
安
も
あ
っ
た
が
大
き
な
ト
ー
を
感
じ
る
事
が
で
き
る
」
と
の
挨
拶

加
し
て
い
る
。
神
社
と
し
て
も
高
宮
修
と
ト
イ
レ
新
築
の
影
響
は
、
昨
年
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調
に
稼
動
し
た
。
を
氏
子
・
崇
敬
者
の
前
で
行
っ
た
。

祭
場
の
縁
起
や
位
置
づ
け
を
正
し
く
ま
で
に
比
べ
確
実
に
第
一
駐
車
場
周
三
が
日
の
人
出
は
、
三
日
間
と
も
我
々
の
先
祖
は
数
千
年
前
よ
り
、
自

認
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
年
末
よ
辺
の
混
雑
が
解
消
さ
れ
、
参
拝
者
の
雨
雪
ま
じ
り
の
寒
い
日
が
続
い
た
た
然
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
そ
の
中
で

り
写
真
入
り
の
看
板
を
設
置
し
た
。
皆
様
を
混
雑
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
め
、
当
初
予
想
し
た
六
十
五
万
人
か
お
互
い
助
け
合
う
互
譲
互
助
の
精
神

正
月
期
間
中
も
足
を
止
め
見
入
っ
て
ズ
に
本
殿
へ
誘
導
す
る
事
が
で
き
ら
七
万
人
少
な
い
五
十
八
万
人
で
あ
を
大
切
に
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
が
あ

お
ら
れ
る
方
を
目
に
し
た
が
、
今
後
．
た
。
i
っ
た
が
、
積
雪
し
た
福
岡
県
内
の
内
．
る
。

多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
一
方
懸
案
で
あ
っ
た
ト
イ
レ
は
、
陸
部
に
比
べ
、
玄
界
灘
か
ら
の
強
風
人
間
が
自
然
に
対
し
い
か
に
無
力

で
、
全
国
で
も
稀
な
古
代
祭
祀
の
場
場
所
を
認
知
し
て
い
た
だ
き
浸
透
し
]
が
幸
い
し
た
の
か
積
雪
す
る
こ
と
も
で
あ
る
か
を
痛
感
し
た
年
明
け
だ
っ

を
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
。
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
例
年
な
く
、
三
日
間
と
も
午
前
十
一
時
頃
た
だ
け
に
、
回
復
の
兆
し
の
見
え
な

の
よ
う
な
長
蛇
の
列
か
ら
駐
車
場
は
満
車
状
態
と
な
り
、
い
景
気
や
、
波
乱
含
み
の
政
局
を
は

は
み
ら
れ
ず
、
こ
ち
多
く
の
方
々
が
新
た
な
気
持
ち
で
新
．
じ
め
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
今
の
日

ら
も
新
築
し
た
効
果
年
を
迎
え
た
。
本
で
あ
る
が
、
今
一
度
気
を
引
き
締

は
大
き
か
っ
た
よ
う
~
本
年
冒
頭
の
月
次
祭
で
、
高
向
宮
め
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
新
た

に
感
じ
た
。
竣
功
間
．
司
は
「
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
寒
い
な
気
持
ち
で
一
年
を
お
過
こ
し
い
た

も
な
く
、
実
際
の
運
i
季
節
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春
の
喜
び
だ
き
た
い
と
思
う
。

.`’r· 

ヽ
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の
の
、
徐
々
に
島
内
の
氏
子
や
里
一
鰤
を
、
沖
西
敏
明
氏
、
古
賀
愛
野
氏
、
·

帰
り
し
た
人
達
で
境
内
は
賑
わ
い
・
山
ロ
ク
ニ
エ
氏
か
ら
は
野
菜
の
こ

を
み
せ
る
。
．
芳
志
を
頂
き
、
『
開
連
大
鰤
鍋
』
が
i

師
走
に
入
り
、
寒
波
の
影
響
で
ー
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
・
同
翼
賛
会
員
一
社
頭
で
は
、
正
月
の
縁
起
物
の
•
本
年
も
振
舞
わ
れ
、
大
島
な
ら
で
·

全
国
的
に
荒
れ
た
日
が
続
き
、
漁
の
奉
仕
に
よ
り
社
殿
・
境
内
の
装
破
魔
矢
・
福
俵
・
熊
手
、
干
支
卯
の
．
は
の
冬
の
味
覚
が
参
拝
者
の
凍
え

村
大
島
で
も
正
月
を
前
に
出
漁
で
飾
、
福
み
く
じ
授
与
所
設
営
等
、
新
一
刀
彫
等
が
授
与
さ
れ
る
と
共
た
身
体
を
温
め
た
。
午
前
七
時
、
神

き
な
い
日
が
多
く
見
ら
れ
た
。
と
年
を
迎
え
る
準
備
が
進
め
ら
れ
に
、
毎
年
恒
例
の
「
中
津
宮
新
春
福
前
に
島
内
外
か
ら
献
上
さ
れ
た
御

く
に
歳
末
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
波
た
。
午
後
五
時
、
神
門
前
に
て
年
越
み
く
じ
」
が
翼
賛
会
の
奉
仕
に
よ
初
穂
や
海
の
幸
・
野
の
幸
等
が
お

が
到
来
し
、
海
上
は
大
時
化
に
て
．
大
祓
式
、
引
き
続
き
本
殿
で
除
夜
り
行
わ
れ
、
宗
像
農
業
協
同
組
合
．
供
え
さ
れ
、
元
旦
祭
が
斎
行
さ
れ
．

大
晦
日
に
は
、
渡
船
フ
ェ
リ
ー
も
．
祭
が
斎
行
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
大
島
支
所
よ
り
特
別
協
賛
を
賜
た
。
奉
賛
会
・
翼
賛
会
会
員
を
始
め
．

数
便
欠
航
す
る
な
ど
帰
省
者
の
足
~
の
祭
典
が
締
め
ら
れ
た
。
」
り
、
授
与
所
に
島
民
が
参
列
す
る
中
、
国
i

に
も
影
響
が
で
る
中
、
午
後
よ
り
年
明
け
午
前
零
時
、
境
内
に
太
は
新
年
の
福
）
家
安
泰
と
皇
室
の
弥
栄
、

鼓
の
音
が
響
き
、
奉
を
授
か
ろ
う
島
民
・
国
民
の
幸
福
が
祈
一
、

賛
会
員
の
奉
仕
に
．
と
多
く
の
参
拝
念
さ
れ
た
。
一
に
宗
像
漁
協
大
島
支
所
の
大
漁
祈

よ
り
開
門
、
参
拝
者
者
が
詰
め
掛
け
翌
二
日
も
生
憎
の
雨
．
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
奉
賛
会
・
翼
賛

は
神
前
に
進
み
、
新
：
た
。
又
、
境
内
で
、
模
様
の
天
候
と
な
る
。
会
員
並
び
に
漁
協
職
員
、
漁
業
従

玉
の
祈
り
が
捧
げ
は
巻
網
船
団
の

a

ば
大
島
で
は
毎
年
こ
の
日
事
者
が
多
数
参
列
。
神
前
に
国
の

囲

ら
れ
た
。
寒
風
吹
き
宮
地
丸
組
、
春
t
'
を
に
、
正
月
時
の
帰
省
に
元
始
を
言
祝
ぎ
、
本
年
の
海
上
・
操

さ
す
中
、
参
拝
者
の
日
丸
水
産
、
沖
叫

r

l
J
i
合
わ
せ
、
成
人
祭
・
同
年
業
安
全
・
大
漁
満
足
が
祈
念
さ
れ

プ

出
だ
し
は
鈍
い
も
・
栄
水
産
か
ら
寒
講
厄
除
祈
願
祭
が
慣
例
i
た
。

と
な
っ
て
お
り
、
午
前
十
一
時
、
十
一
尚
、
九
日
に
は
還
暦
奉
賽
祈
願

l
5
団
叫
心h
l
[
口
ょ
~
f
T
]

ー
厄
除
・
晴
厄
の
同
年
講
祈
願
祭
も
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

し
」
斎
行
さ
れ
、
境
内
で
は
あ
ち
ら
こ
今
年
の
正
月
祭
諸
祭
典
斎
行
に

己
ち
ら
で
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
あ
た
り
、
多
大
な
る
こ
協
力
•
こ
協

福の
の
再
会
に
話
が
弾
ん
で
い
た
。
賛
を
頂
き
ま
し
た
氏
子
・
崇
敬
者

でg
一
正
月
三
日
、
午
前
十
一
時
、
高
向
．
各
位
に
は
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

胆
―
宮
司
奉
仕
の
も
と
、
元
始
祭
並
び
]
け
ま
す
。
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わの 裡が寒後除あ
れ十大に‘風三夜る平

百亨g]臣gぷ：古か、門i
て二祓斎多吹時祭年成

ふし企頌一吋ヵ5 十七れ参JIL 、十の二
言、一月た列ぶ寒二大年
ニデ七日三°者中波月祓最
響月の＋ をで襲三神後

を年一 迎は来十事の
災二日 えあに一並祭
難回と 厳つよ日び事
消行こ 粛たる午にで
鴫鴫· • • • • • • • " -----------------------• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • --

参持あな のて清祓除
拝ちつり当大い々竺直

備 に年響いさ者でたぶ日祓たし
が定感々もるれが迎が大は式だい二息
整刻じ増ぁパた予え、風こと＜気 豆
っ、た加るワ。、想ょ新小の ＋持年穣

届悶゜胃累ょ了且； ］喜ぎ!i塁塁嘉
門を に、ポムしぃ清降番いを新．る
前迎 ぁそッと多う々るのる--,年械記·

え るの卜な数多し天寒。年をを越こし
はる よ数のつ参くい候さ 越迎祓の
、準 うは影て列の気でと しえい大

-----ｷｷ---ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ---ｷ-ｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-------------------ｷｷ-ｷｷ----ｷｷ--------------------

成皆室大つ大執 清い年 に切威ばれ上ま向続
二様国神た粒り引々た配参てり えた繹ず宮々
十方 様がの行きしもの列祓裂位］ー 葦司と
二の喜のぶ雪わ続いの方さいき 切：い津以参
悶冨繁悶五ぢれ塁喜り喜虐悶天ほ應っ：禰下拝

□9 iー］ _\l.. ＿ `r" 諸勝業護―りそ本が神寒小た地蔽で扉宜胃嘉
お初開前＋ら門 たり祭を氏，→年だの殿溢事ささ゜入を祓者が神詰
迎詣門零三れはそ゜無儀祈子感戴す頃でれがにな 形吹ぃ各大職め
え参、時年‘ーの くは念崇謝い中に除て終震子 をき、人祓が掛
し拝多に冗平旦後 終全し敬したでな夜いわえ供 --,か続に詞参け
た者く再旦成閉、 了て、者、宗はる祭たるて力、 大：~けい配を
゜をのび午二じ神 し滞平の皇像あとが゜とはら 底：ててら奏進揺

1―—―-•一•一•一•一•一•一•一T_:;_•一•一•一•一・ ー•一•一•一••••L
当
大
社
に
は
学
術
書
で
あ

る
「
宗
像
神
社
史
上
・
下
・
附
巻
」

を
は
じ
め
、
読
み
物
と
し
て

「
む
な
か
た
さ
ま
」
等
が
こ
ざ

い
ま
す
が
、
写
真
を
中
心
に
最

も
分
か
り
や
す
い
の
が
「
宗
像

大
社
」
で
す
。

こ
の
度
、
一
月
一
日
付
で
発

刊
し
、
新
年
よ
り
授
与
所
で
お

受
け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
紹
介
致
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
は
B
5

↓

A
5

へ

... ,.1
・
・
・
・
ー
，

由
緒
記
「
宗
像
大
社
」
内
容
を
一
新l

髯
ー
，
．
＂
．
＂
•
日
■
．
t
-

―
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
ペ
ー
ジ
一

薮
を
倍
以
上
の
8
0
ペ
ー
ジ
と
一

i
し
て
お
り
ま
す
゜
i

一
、
約
五
年
間
に
亘
り
撮
影
し
・

i
た
神
社
側
だ
か
ら
こ
そ
撮
れ
一

五
写
真
を
豊
富
に
用
い
、
宗
像

L

一
三
宮
各
所
を
は
じ
め
、
所
蔵
す
．

~
る
神
宝
や
祭
事
に
つ
い
て
も

‘
l

i
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
掲
載
一

●
し
て
お
り
ま
す
。
一

•
本
殿
・
祈
願
殿
各
授
与
所
で
．

i
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。
一

一
l
 

l
 

p□
-
二

l
 

・
・
ン
一

— 
、
／
●
l

』
-

'

ｭ

. 

.
_
.
_
.
1
.
_
.
1

・
'
’
.
_
.
_
.
1

・
・
4
,
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ヽ ゜ ヽ

2月 3日（木）
◎節分祭 午前 1 1 時～

於＝本殿

◎豆打ち式午前1 1 時30分

於＝本殿横特設ステージ
※ 11しi H とも少雨決行ですが、雨天の際は昨年同様、
祈顧殿にて祭典・豆まきを行います。

御
奉
仕
さ
れ
た
。
同
氏
は
前
日
よ
i

り
当
大
社
に
斎
泊
精
進
潔
斎
の
i

上
、
斎
服
を
着
装
し
て
祭
典
に
臨
一

正
月
の
余
韻
を
ま
だ
ま
だ
残
す
ー
る
献
米
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
祭
ま
れ
、
着
慣
れ
な
い
白
衣
白
袴
、
冠
．

一
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
氏
子
典
後
に
は
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
。
等
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
無
事
に
氏
·

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
年
明
け
か
ら
雨
や
雪
が
降
る
日
子
奉
幣
詞
を
宗
像
大
神
の
御
前
で
．

御
神
前
に
献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
·
が
多
か
っ
た
が
、
祭
典
当
日
は
久
奏
上
、
大
役
を
見
事
に
果
さ
れ
た
。

穫
を
神
恩
に
感
謝
す
る
と
共
に
今
し
ぶ
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
置
鮎
．
続
い
て
、
巫
女
に
よ
る
「
浦
安
舞
」
·

年
の
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
氏
子
会
長
以
下
、
宗
像
・
福
津
両
市
が
奉
奏
さ
れ
祭
典
は
滞
り
無
く
終

内
の
氏
子
総
代
多
数
了
し
た
。
／
予

が
多
数
参
列
さ
れ
厳
i
ま
た
祭
典
終
了
後
、
氏
子
会
を
．
煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
、
新
し
い
一
年
を

粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
．
永
年
お
務
め
い
た
だ
い
た
勝
浦
地
·
清
々
し
く
過
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
和

祭
典
で
は
高
向
宮
区
の
中
野
政
登
氏
に
感
謝
状
と
記
や
か
に
当
大
社
を
後
に
し
た
。

司
の
祝
詞
奏
上
に
続
[
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ヽ
参
列
し
た
一
-
尚
ヽ
こ
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米
は
ヽ
日
々

い
て
、
矢
野
邦
彦
氏
]
回
か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
ー
の
日
供
祭
を
は
じ
め
諸
祭
典
の
神
隈
と

（
宗
像
市
城
南
ヶ
丘
）
た
。
；
し
て
お
供
え
し
、
皆
様
方
の
安
全
と
繁
栄

が
氏
子
会
を
代
表
し
そ
の
後
、
清
明
殿
を
会
場
に
「
鏡
]
を
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
事
を
御
報

氏
子
奉
幣
使
と
し
て
開
き
」
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
雑
告
致
し
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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：
と
を
知
っ
た
。
『
皆
虚
脱
感
で
全
く
声
を
張
り
あ
げ
た
。

．
な
す
術
を
失
な
っ
て
い
た
。
密
か
~
母
が
飛
び
出
し
て
来
て
、
声
も

]
に
身
辺
整
理
を
し
て
い
た
』
3

出
な
い
様
子
「
お
帰
り
」
と
言
っ
て

]
十
一
月
に
な
っ
て
戦
犯
容
疑
の
]
私
を
じ
っ
と
見
て
い
た
が
、
暫
く

[
呼
び
出
し
を
受
け
た
の
で
逃
避
‘
i
し
て
「
よ
く
生
き
て
帰
れ
た
ね
」
と

：
タ
ラ
ッ
ト
ヘ
転
属
、
混
乱
す
る
現
]
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
生

制
空
・
海
権
を
失
な
い
追
い
つ
地
方
都
市
ま
で
飛
来
し
て
爆
弾
の
ン
ペ
ン
着
、
明
号
作
戦
に
参
加
、
四
地
で
、
仏
軍
、
越
南
軍
、
共
産
ゲ
リ
涯
母
の
涙
は
忘
れ
る
こ
と
は
無

め
ら
れ
て
い
く
日
本
軍
、
特
に
太
雨
を
降
ら
し
て
い
く
。
月
頃
『
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
た
一
ラ
等
の
交
渉
や
日
本
軍
の
安
全
等
一
い
。

平
洋
諸
島
に
展
開
す
る
日
本
軍
昭
和
十
九
年
三
月
の
東
京
大
空
と
の
情
報
が
我
々
に
も
入
り
、
海
の
処
理
等
に
奔
走
、
昭
和
二
十
一
堺
氏
は
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一

は
、
島
に
閉
じ
込
め
ら
れ
玉
砕
が
．
襲
は
十
万
人
が
死
傷
し
て
い
る
。
軍
の
将
校
等
の
話
に
よ
る
と
、
「
日
」
年
三
月
タ
ラ
ッ
ト
か
ら
サ
イ
ゴ
ン
年
九
月
に
新
潟
県
小
千
谷
移
住
、

続
く
。
北
の
ア
ッ
ツ
島
か
ら
サ
イ
堺
氏
は
ど
う
か
、
昭
和
十
九
年
本
は
負
け
だ
。
も
う
、

A
4、
,..
 
'
し
．
に
移
駐
、
サ
国
鉄
に
勤
務
、
同
一
二
十
四
年
小
千

•
い
．
‘
言
：
～
“
[
•
こ
葛
隻
生
釘

パ
ン
、
硫
黄
島
と
悲
報
が
続
く
、
太
八
月
か
ら
十
月
の
ビ
ル
マ
断
作
戦
日
本
は
駄
目
だ
」
と
笠
[
‘
‘
'
ご
砂
蕊
ヽ
｀
朗
分
匂
ざ
f
f
知
イ
ゴ
ン
に
着
谷
市
会
議
員
と
な
り
、
同
一
二
十
五

... 

，
．
．
．
．
．
＂
：
＼
ぎ
ぅ

平
洋
諸
島
を
制
圧
す
る
と
共
に
大
に
参
加
、
こ
の
時
に
小
隊
長
兼
指
悲
観
的
な
こ
と
を
言
｀
｀
：
芯
~
も
ざ
H
パ
＃
．
ら
逆
を
命
・
点
い
た
『
我
々
年
五
月
の
安
保
改
正
阻
止
国
民
会

皇
，
着
、
£
ぇ
五
貢
嘔

型
爆
撃
機
B
2
9
は
首
都
東
京
か
ら
揮
班
長
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
う
。
「
日
本
に
軍
艦
は
炉
咤
唸

5
5宮叩
滋vヤ
・
’
/
捻

3
.、
応
｛
は
仏
軍
の
命
議
国
会
請
願
デ
モ
に
新
潟
県
代
表

昭
和
二
十
年
二
月
に
無
く
な
っ
た
」
と
自
）
疇
．
．
悪
尺
孟
言
．
令
で
直
ち
に
と
し
て
参
加
、
同
三
十
八
年
八
月

ピ
ン
マ
ナ
出
発
、
二
十
五
棄
に
な
っ
て
い
た
』
。
]
'
]
こ
茫
聟

7
:…□`

以
⑰
養
｛
武
装
解
除
だ
に
は
第
九
回
原
水
禁
大
会
、
分
裂

日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
昭
和
二
十
年
八
月
＾
・

[
c
'

、
玖
謬
幻
畏

5
ぷ
叫
〗
‘
e蹴
弩
易
と
い
う
。
各
・
大
会
に
国
労
代
表
と
し
て
出
席
、

へ
ぢ
翌
＇
．
イ
で
象
ぷ
ガ
ダ

一
日
に
陸
軍
准
尉
と
）
t

9
]麟ごU
7ゎ邑
l
t
霧
部
隊
毎
に
分
同
一
二
十
九
年
五
月
勲
六
等
瑞
宝
章

な
る
。
副
官
は
「
特
進
謬
窮
塞
も
た
文
宣
己
墨
亡
愕
／
‘
[
か
れ
て
小
受
章
。

さ

X

だ
よ
師
団
で
君
一
名
』
羹
拿

5い
疇
記
叩
冑
い
輩
渇
五
、
拳
銃
、
軍
昭
和
五
十
二
年
三
月
国
鉄
退

だ
け
」
と
言
わ
れ
た
。
一
賃
攣
雰
戸
誓
誕
響
鬱
刀
、
弾
薬
等
職
。
同
五
十
五
年
九
月
宗
像
大
社

捕
虜
収
容
所
警
備
；
山
と
積
み
あ
二
嘱
託
（
神
宝
館
勤
務
）
と
な
る
、
福

隊
長
を
命
じ
ら
れ
た
。
i
げ
た
』
解
除
後
捕
虜
生
活
に
入
る
。
二
間
町
の
地
域
活
動
に
も
献
身
、
平

八
月
十
五
日
正
午
、
玉
音
放
送
一
四
月
十
九
日
に
サ
イ
ゴ
ン
港
出
一
成
十
三
年
五
月
に
自
分
史
執
筆
を

が
あ
る
と
い
う
伝
達
が
あ
っ
た

0
I港
（
部
下
の
遺
骨
七
柱
捧
持
）
五
月
一
は
じ
め
同
十
四
年
「
幾
山
河
を
越

そ
の
日
は
と
て
も
暑
い
日
だ
っ
三
日
、
鹿
児
島
上
陸
、
復
員
業
務
と
一
え
て
激
動
の
八
十
年
」
を
完
成
。
尚
、

た
。
連
隊
長
以
下
何
十
名
が
聞
き
し
て
下
士
官
と
兵
に
三
百
円
、
将
一
こ
の
自
伝
を
電
子
文
書
化
す
る
た

入
っ
て
い
た
。
私
に
は
放
送
状
態
校
千
円
程
の
退
職
金
と
毛
布
を
受
一
め
、
時
代
背
景
、
写
真
、
文
献
そ
し

が
悪
く
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
か
領
「
軽
い
毛
布
二
枚
と
背
嚢
一
っ
一
て
解
説
を
九
州
工
業
大
学
名
誉
教

っ
た
0

!
で
郷
里
へ
昭
和
二
十
一
年
二
月
七
一
授
の
野
上
暁
一
氏
が
加
筆
し
て
充

連
隊
長
か
ら
戦
い
に
負
け
た
こ
一
日
「
只
今
帰
り
ま
し
た
」
と
玄
関
で
]
芙
し
た
内
容
と
し
た
。

（続）

ｷ
 

一ゞ
·
』
-
、

`
-
ｷ
 

' 

い
し
い
た
だ
し
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慶
子

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

兵
役
も
飢
餓
も
知
り
た
る
跡
歩
む
海
越
え
て
来
し
唐
人
の
墓

ロ
譴
⑰
這
芦
応
応
彗
0心
い
や
る
作
者
。
結
句
は
字
余

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

戦
死
せ
し
父
を
知
ら
ね
ば
そ
の
歌
も
尽
き
わ
が
残
生
も
心
も
と
な
く

口
賃
口
』
門
げ

□[
』
-
]
]
芦
。
〈
父
を
恋
う
歌
詠
み
継
げ

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

歩
く
朝
二
つ
ほ
お
ば
る
那
智
あ
め
に
老
い
の
ホ
ッ
ペ
の
し
ば
し
ふ
く
よ
か

ロ
汀
←
げ
~
汀□しい
歌
。
四
句
は
〈
老
い
の
ホ
ッ
ペ
タ
〉

■□·宗
もと着百福
ふ隋眼女津
ヽ従点、神市
再のかを
考勝良祭ヨ七
免村いり右
勝の宮木
頼だ地台
大が嶽
神宮は
と地男
の嶽：悶
こ神れ
と社り
でり涌

昇塑｛贔
匹山

竺冒疇
甲白
プコヨ三

神I 后

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
伊
藤

菊
香
る
拝
殿
高
く
納
吟
の
年
重
ね
を
り
表
章
受
け
て

ロ
□
紅□[
]
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
喜
び
の
歌
。
二
句
は

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

川
尻
に
向
ふ
水
泡
の
ひ
と
群
の
み
か
潮
に
合
ふ
や

U
タ
ー
ン
始
む

ー
、
こ
む
か
っ
て
い
た
泡
が
満
ち
潮
に
押
さ
れ
向
き
を
変
え

ロ
冒
こ
ろ
を
捉
え
た
観
察
眼
と
、
「
み
か
潮
」
が
活
き
た
一
首
。

社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
岡
市
南
井
田
有
久
衣

シ
ー
ア
ン
も
り

西
安
の
は
ず
れ
の
杜
の
黄
帝
陵
奉
拝
の
人
姿
も
見
え
ず

ロ
“
]
鱈
冒
麟
言
汀
゜
人
気
の
な
い
黄
帝
陵
に
驚
き
と

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

び
か
ら
び
て
石
樅
の
実
二
つ
下
が
り
を
り
季
の
来
ざ
れ
ば
落
つ
る
も
な
ら
ず

ロ
汀
”
喜
口
的
汀
疇
る
の
“
の
よ
う
で
も
あ
り
、
作
者

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

た
だ
立
ち
て
い
た
る
の
み
に
て
役
目
を
ば
果
た
し
て
来
た
り
電
信
柱

ロ
闘
口
閂
塁
ぃ)L』
汀
い
O
Aも同
じ
よ
う
に
存
在
す
る

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

小
春
H

の
里
宮
巡
り
た
え
ま
な
き
水
音
聞
き
て
心
ほ
ぐ
る
る

口
豆
贔
汀
闘
賃
屁
心
一
首
。
絶
え
間
な
い
水
音
は

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

鍵
か
け
て
走
る
車
の
中
に
有
る
こ
れ
も
私
の
―
つ
の
世
界

ロ
コ
／
二
汀
[
”
口
一
ら
二
。
の
中
。
初
句
鍵
か
け
て
は

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

父
母
若
き
日
々
の
に
ぎ
わ
い
は
る
か
な
り
互
み
に
ふ
れ
つ
つ
山
茶
花
の
咲
く

ロ
冒
悶
賃
汀
｀
万
‘
い
麟

0た
の
だ
ろ
う
。
山
茶
花

·
注
．
＂
•

と
き季

問
へ
ば
い
つ
で
も
「
春
」
と
い
ふ
母
の病

室
か
ざ
る
注
連
縄
を
買
ふ

早
朝
を
頬
な
で
覚
ま
す
こ
の
風
は

区

冬
将
軍
の
お
さ
な
む
す
め
ら

「
過
去
こ
ん
な

」
に
長
く
お
天

道
様
を
拝
ま
な
い
正
月
は
な
か
っ

た
」
古
老
神
職
の
言
葉
で
す
。
天
候
に

恵
ま
れ
た
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
九
州
北
部
、
日
本
海
側
に
位
置
す

る
当
大
社
で
は
、
寒
波
が
止
ま
ず
大

晦
日
ー
六
日
ま
で
雨
や
雪
、
よ
う
や

く
晴
れ
間
が
覗
い
た
の
は
七
日
で
し

た
▼
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
晴
れ
る
日

も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
気
温
は
上

が
ら
ず
平
年
以
下
が
続
い
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
周
辺
道
路
は
渋
滞
、

赤
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
押
し
寄

せ
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る

ご
し
ん
い

と
、
宗
像
大
神
様
の
御
神
威
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
▼
一
見
御
利
益
信
仰

と
思
わ
れ
る
方
も
、
お
ら
れ
な
か
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
プ
ー
ム
か
ら

か
、
高
宮
祭
場
へ
足
を
運
ば
れ
る

方
々
を
多
く
目
に
し
ま
し
た
。
ま
た

個
人
の
御
祈
祷
も
願
望
を
叶
え
る

「
心
願
成
就
」
が
減
り
、
感
謝
を
捧
げ

る
「
神
恩
感
謝
」
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
し
た
▼
年
末
か
ら
タ
イ
ガ
ー
マ
ス

ク
現
象
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

神
社
に
い
て
も
個
人
よ
り
社
会
全
体

へ
、
成
就
か
ら
感
謝
へ
と
少
し
づ
つ

意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
を
肌
で

感
じ
た
正
月
で
し
た
。
（
塚
）

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

若
水
の
喉
こ
し
身
内
に
芯
通
す

福
津
市
勝
浦
高
山
睦
子

冬
深
し
ま
る
ま
っ
て
寝
る
古
墳
か
な

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

振
れ
ば
嗚
る
英
彦
が
ら
が
ら
八
ッ
手
の
花

,~ , 
ピ
ヽ
九
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